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1. まえ  

 次世代無線 LAN 規格 あ IEEE802.11ax ，稠密環
境 け ス プッ 向 た 複数端 (STA)
セス イン (AP) 向け 同時 タ伝送を行う
ン チ (ULMU)伝送技術 入さ [1]．こ

ULMU伝送 始動方式 ，AP 主 す AP始動 ，STA
自 分散的 通信を開始す STA始動 2種類 あ ，

STA 始動 ッ 時 遅延 高ス プッ を
実現 [2]．し し，高 ッ 時 RTS衝突 頻
発し，通信性能 劣化す ． 研究 ，STA始動方式
い ，RTS衝突を 減し 通信性能を向 させ た ，

RTS 送信を送信確率 制御す 手法を提案し，そ 性能評
価を行う． 

2. ULMU伝送技術における STA始動方式 

 ULMU伝送 STA始動方式 ，STA 予 プ化
さ ，全 STA RTSを送信す こ 送信権を競
合す ． プ内 あ STA RTS 送信 成功す ，
AP G-CTS 送信さ ，そ プ 属す STA
うち， タフ を所持し い STA 同時 タ
伝送を行う． 
 し し ，図 2(a) う タフ を保持し
た STA ッ オフ動作 RTS送信を一斉 行う．そ
た ， ッ 増大す タフ を所持す
STA数 増大し，RTS送信 頻発す こ RTS衝突 多
発し しまう． 

  

3. 送信確率基準 STA始動方式 

RTS 衝突を 減す た ，RTS 送信を送信確率
制御し，チャネ 送信さ RTS数を減少させ ． 研
究 ，以 手順 送信確率制御を実施す ． 

CSMA/CA ッ オフ動作 っ ッ オフタイ
満了した STA キャ センス ，送信確率 p 基

RTS送信を行う．こ 送信 った STA ，
タ送信あ い ッフ オ フ ッフ 先
頭 タフ 消去さ ま ，そ フ 対
す RTS送信を行わ い．送信さ た RTS 衝突した場合
そ 再送を行い，再送時 同様 確率制御を行う． 
送信確率制御 RTS送信 機会を失ったフ ，
プ内 他 STA RTS送信 成功した時 ULMU

伝送 送信機会 え 送信 能 あ ．こ た
，送信確率 p RTS送信 能 タフ

存在し 通信性能を維持す こ ． 

4. 計算機シミュレーション評価 

AP N [ ] STA スタ 型ネッ ワ を仮定
す ．STA AP 半径 r [m]以内 一様 分布す ．STA

NG [個] プ 分け ， プ単 ULMU伝
送(最大多重数: NMU)を行う．各 STA 生起す タフ

，生起間隔γ=LD N/GNW 指数分布 従う(LD，GNW:  
タ ッ 長，ネッ ワ ッ )．
ン諸元を表 1 示す． 
図 3 ，送信確率を変化させた ネッ ワ
ッ GNW 対す ス ス プッ S を示す．図 3
，RTS 送信 送信確率を設定す こ 衝突を抑え
，ス プッ 向 し い こ 確認 ． 
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表 1 ン諸元 

セ 半径 r 20 [m] 

STA数 N 63 [ ] 

プ数 GN 7  

最大多重数 NMU 9  

タ ッ 長 LD 1000 [byte] 

伝送速度( タ，制御) RD, Rc 65, 6 [Mbps] 

ネッ ワ ッ  GNW 1～350 [Mbps] 

CW(最 ，最大) CWmin, CWmax 31, 1023  

 

(a)確率制御 し                (b)確率制御あ  

 

図 2 ULMU伝送 け RTS送信 

図 3 ス プッ 特性 
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